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研 究 主 題

情報を生か して考 えや思 いを深 め、状況 に応 じて伝 える力 を育 てる指導法 のユニ夫

1研 究主題設定の理由

国際化、情報化 な ど、社 会の様 々な面 での変化 が急 速 に進んで いる。激 しく変化す る これか

らの社会 をよ りよ く生 きてい くため には、互 いの立場 や考えを尊重 して言葉 による伝 え合 いを

効果的 に し、相互 の理解 を深め豊 かな人 間関係を構築 し、協力 して社会生活 を向上 させてい く

ことが必要 であ る。

しか し、生徒 の現状 はというと、言 葉 による伝え合 う力や豊か な人間関係 を結ぶ力 は十分 に

は育 て られていな い、 という指摘が ある。生 まれた時か らテ レビ ・ラジオ ・ビデオ ・テ レビゲー

ム等 か ら一方 的に言葉 が流 され、言葉が氾濫 した中で育 って きたために、「相 手」 や 「場」 や

「目的」 を意識 して対話 す る機会 も十分 とは言 えない。 また、 日常 的 に読書 を した り新 聞 を読

んだ り、 とい う習慣 のある生徒数 も減 って きてお り、 いわゆ る 「活字離 れ」 が指摘 されて久 し

い。 そ う した中で は、一っ の言葉 を深 く考 えた り、言葉 の重 みや深 みを実感 した りす る機会 も

少 な くな って いる。少 ない語彙 の表面的で一面 的な理解 に とどま ってい るように も思 える。

この ような状況 の中、国語科 で育成すべ き能力 は多 岐にわた る。教育課程 審議 会 は国語科 の

改善 の基本方針 と して、「互 いの立場 や考え を尊重 して言葉で伝 え合 う能 力 を育成 す る ことに

重点を置 いて内容 の改善 を図 る」(平 成10年7月29日)と 答 申 した。 これを受 けた新学 習 指導

要 領の国語科の 目標 は 「国語 を適切 に表現 し正確 に理解 す る能 力を育 成 し、伝え合 う力 を高 め

ると共 に、思考力 や創造力 を養 い言語感覚 を豊 か に し、国語 に対 す る認識 を深 め国語 を尊重 す

る態度 を育て る。」 で ある。言語 の教育 と しての立場 を重視 す る国語 科 が育成 を 目指 す基 本 的

な能力 は 「表現力」 と 「理解 力」 であ り、 それ らを基盤 と した 「伝え合 う力」 なのであ る。 こ

こで い う 「伝 え合 う力」 こそが、 それぞれの人間関係の中で互 いの立場 や考 え を尊重 しっっ 、

言葉 によ って互 いに伝達 し、分 か り合 うことを可能 とす る言語能力 を意味 して い る。 そ して、

これは協力 して社会生活 を向上 させてい くた めのまさに基盤 となる力 なのであ る。

また、「総 合的 な学習 の時間」 が創設 され ることに象徴 され るように、 生 徒 が主体 的 に情 報

を活用 す る姿勢 や能 力の育成 が これ まで以上 に求 あ られて い る。現代及 び未来 に向 けた情報化

の時代 には 「課題 や 目的 に応 じて情 報手段を適切 に活用す る ことを含 めて、必要 な情 報 を主体

的 に収集 ・判断 ・表現 ・処 理 ・創造 し、受 け手 の状況 などを踏 まえて発 信 ・伝 達 で きる能 力」

としての情報活 用能力 の育成 も欠 くことがで きない。 その基盤 はや はり国語科 にお いて育成 さ

れ るべ きもので はな いだ ろ うか。

さ らに、急 激に変貌 しっっ ある これか らの社会 に主体 的に対応 し、自己実現を図 るためには、

新 たな発想 を生 む力 となる論理的 な思考力 や過去の経験 を組 み合わせ ることによ り新 たなイメー

ジを作 り出す創造力が必要で ある。加 えて言語 に対 す る正誤 ・適否 ・美醜 な どの 「言 語感 覚」

を豊 か にす ること も求 め られて い る。 そ して これ らの能 力が培われて い く過程 においては、常

に言葉が介在 して い るのである。

以上の よ うな社会 的な背景 や国語科 と しての課 題 に応え るために、本部会 において標記 研究

主 題 を設定 した。
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皿 研究の構想

1基 本 的 な考 え 方

"ど の よ うに して 情 報 を正 し く把 握 し
、 そ こか らど の よ うに 考 え や 思 い を 深 め 伝 え て い く

か"私 た ち は、 この 点 を基 本 的 な考 え方 の中 心 に据 え て、 研 究 を進 め た。

私 た ち は 「情 報 」 とい う と、 「社 会 の動 き」 や 「最 新 の知 識 」 を知 り得 る こ と と と らえ 、 そ

の収 集 手 段 と して 、 まず テ レ ビ、 ラ ジ オ、 新 聞 、 雑 誌 等 の マ ス メ デ ィアを 思 い浮 か べ る こ とが

多 い。 しか し、 提 供 され る膨 大 な情 報 の 中 に は事 実 で な い もの もあ り、 ま た 事 実 で あ って も、

それ らは発 信 者 の意 図 に よ って 加 工 され た もの で あ って 、 必 ず し もす べ て が 伝 え られて い る と

は い え な い。 例 え ば、 テ レ ビで 環 境 破 壊 の ニ ュ ー ス と して 、 新 空 港 の着 工 が 否 定 的 に伝 え られ

た時 、 そ こか らは空 港 開設 に よ って 得 られ る便 利 さや 経 済 効 果 と い った プ ラ ス面 まで は伝 わ っ

て こ な い こ とが あ る。 つ ま り、 発 信者 が何 を 主 眼 にお いて 報 道 す るか に よ っ て、 受 け手 に与 え

え る 印象 は大 き く変 わ って くるの で あ る。

ま た、 日常 生 活 の 中 で は、 同 じ言 葉 で も、 使 い方 や 受 け取 り方 に よ って は互 い の気 持 ち が行

き違 う こ と もあ る。 例 と して、 「あ りが と う」 とい う言 葉 を考 え て み よ う。 「あ りが とう」 とは、

言 うま で もな く感 謝 の気 持 ちを 表 す 言 葉 で あ る。 しか し、 こ の言 葉 が 、 仮 に気 まず い雰 囲 気 の

中 、 険 しい表 情 や 強 い 口調 で 発 せ られ た と した ら、 ど うで あ ろ うか。 本 来 の意 味 とは違 って発

信 さ れ た と受 け取 るだ ろ う。 っ ま り、 言 葉 と は、 そ れ を発 信 した側 と受 け止 め る側 そ れ ぞ れ の

そ の時 の心 情 や状 況 、 ま た ち ょっ と した言 い回 しの違 いや 置 か れて い る立 場 の違 い な ど、 さま

ざ ま な要 因 に よ って 、 その 意 味 も微 妙 に変 化 して い くの で あ る。

以 上 の点 を生 徒 に 気 付 か せ 、 そ して そ こか ら深 く考 え させ る た め の活 動 と して 、 私 た ち は、

「人 か らの取 材(イ ン タ ビ ュー)」 と 「新 聞 の 比 較 読 み」 を取 りあ げ た。 そ してそ れ らを使 って 、

本 研 究 で は2っ の指 導 目標 を 設 定 した。 ひ とっ は、 生 徒 自 らが イ ン タ ビュ ー で得 た身 近 な情 報

の整 理 ・分 析 を通 して 、 考 え や 思 い を言 葉 で よ り適 切 に表 現 さ せ る こ とで あ る。 も うひ とつ は、

新 聞 か らの情 報 を通 して 、 ひ とつ の事 象 に対 して も、 書 き手 に よ って さ ま ざ ま な 視 点 が あ り、

それ に よ って受 け手 の 印象 も異 な って くる こと を認 識 させ る こ とで あ る。

そ れ で は、 これ らの 指導 の 中 に、 教 科 の特 性 を ど の よ うに生 か して い った らよい のだ ろ うか。

これ ま で に も、 情 報 を 活 用 した学 習 は、 す で に各 教 科 や領 域 で広 く実 践 さ れ て い る。 「総 合 的

な学 習 の時 間 」 に お い て も、情 報 教 育 と関 連 させ た学 習 の重 要 性 が説 か れ、 そ の研 究 が 進 め ら

れ て い る。

そ こで、 前 述 の 指導 目標 を達 成 させ る手 だて と して、 以 下 の仮 説 を た て た。 ひ とつ は、 イ ン

タ ビsと プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを 通 して 言 語 生 活 を見 っ め、 言 葉 の もっ微 妙 な意 味 合 い に気 づ

か せ る こ とに よ って、 互 いの 考 え や 思 い を深 め る こ とが で き るの で は な い か とい う こ と、 も う

ひ と っ は、 新 聞 の比 較 読 み を させ る こと で、 そ の 内容 や発 信 者 の意 図 を正 確 に読 み取 る能 力 を

高 め る こ とが で き る ので は な いか と い う こ とで あ る。

これ らの仮 説 を検 証 す る た め に、2つ の班 に分 か れ て実 際 の授 業 を組 み立 て 、研 究 を 進 めて

い く こ とに した。
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1研 究の方 法

前述 の基本 的な考 え方 に立 ち、班 を二 っに分 け、 それぞれの班 で、音声言語 ・文字言 語両面

か ら、 指導 法の工夫 ・改善を重 ねなが ら研究 を進めた。

1班

1班 で は本研 究の推進 にあた って 「イ ンタ ビューで得た情 報を生か して、言語 で適切 に表現

す る力を育て る指導法 の工夫」 という副主題を設定 し、音声言語 を中心 と した指導法 の工夫 を

試みた。言葉 は、お互 いのコ ミュニ ケーシ ョンを はか るための手段で もあるのだが、状況 によ っ

て、話 し手 の意図を正 しく伝え られ なか った り、聞 き手が正 しく受 けとれ ない と言 う場合 も多

い。

そ こで、 自分 の経験 の中か ら、伝 える側 として の経験、伝 え られ る側 としての経験 をあげ さ

せ、 そ こか ら、同 じ言葉で も、状況 や使 い方 によ って違 った意味合 いにな って しま うことに気

付かせ る ことに した。

さ らに、 自分 の経験 とい う枠 を広 げて、幅広 い年 齢層 の人 への イ ンタ ビューを通 して同 じよ

うな情報収集 を行 い、個人 の分析 を経 て、班 での整理、分析 を させた。

そ して、 「なぜ思 いが伝 わ らなか ったのか」「どうすれば よか ったのか」 とい う観点で、寸劇

を中心 とした プ レゼ ンテー シ ョンを させた。特 に話 し手 の意 図が聞 き手 に正 確 に伝 わ らなか っ

た場合 に は、 どのよ うにすればよか ったのかを必 ず発表 させ るように した。

最後 に、 これ らの音声言 語を中心 と した活動 を通 して考えた ことを、各 自が文章 に表現す る

ことで まとめ と した。

2班

2班 で は本研究の主 題 を もとに 「新聞か らの情報 を生か して、広 い視野 と柔軟 な発想 を育 て

る指導法 の工夫」 とい う副主題を設定 し、文字言語 を中心 と した指導法 を試み た。

社会 の激 しい動 きの中 にあ って、文字 を通 して情報 を得 る ことが、生徒 たちの中に どの程度

意識 されて いるのかを探 るため に、 まず ア ンケー ト調査 をお こな った。新聞 や雑誌 か ら情報 を

得 るとい うことで は大 いに期待 は もて た ものの、記事 や コラム欄 にいた っては関心 の薄 いこと

が見えて きた。そ こで、新聞 の記事 や コ ラムの比較読 みを通 して情報 の主体 的な受 け止め方 を

学ばせ ると共 に、情報源 と して の新聞 に、親 しませ たい と考 えた。

研究を進 めるに当 た り、最 も重要 なのが、適切 な教材選 びであ る。 ひ とっの事象で も多様 な

ものの見方 がで きるよ うな教材で あ り、比較読 みに も適 し、 なおかっ新鮮 で タイム リーな記事

コラムで ある こと。生徒 たちには新 しい情報 を意識 して受 け止 めてい くことに気付かせ、情報

に関 して 自分 の意見 を もたせ、発表 させた。 さらに発展学 習 と して、別の記 事 に対す る自分の

意見 を構築 し、他 の生徒 の意見 と比較 させ ることを試 み、 まとめ と した。

以上 のよ うに、1班 の音声言語、2班 の文字言語 を中心 と した活動 を通 して、情報 を生 か し

て考 えや思 いを深 め、状況 に応 じて伝 え る力 の育成 が可能 にな ると考え、本研究 を進 めた。
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皿 研究の内容

11班

(Uね ら い

日進 月 歩 の 勢 い で情 報 機 器 や情 報 産 業 が進 歩 す るな か で 、 子 ど もた ちを取 り巻 く言 語 環 境 は

大 き く変 化 して い る。

そ う したな か 、 平 成14年 度 か らの新 教 育 課 程 の完 全 実 施 に向 けて、 国語 科 で も、 時 間 数 の 削

減 に 伴 い、 そ の 内 容 の厳 選 と授 業 そ の もの の発 想 の転 換 を求 め られ て い る。 そ れ は、 教 師 の一

方 的 な説 明型 の 授 業 か ら、 生 徒 一 人 一 人 の言 語 活 動 を重 視 した授 業 へ の転 換 で あ り、 そ こか ら

考 え や思 い を深 め 、 状 況 に応 じて、 相 手 との コ ミュニ ケ ー シ ョンを はか る力 が育 て られ るの で

は な い か と考 え る。

人 は、 言 葉 に よ って 物 事 を認 識 し、 考 え 、 理 解 す る。 そ して、 言 葉 に よ って 自分 の考 え や思

い を相 手 に伝 え 、 ま た相 手 の 考 え や思 いを 知 る。 だ か ら、 言 葉 を正 し く理 解 し、 適 切 に表 現 す

る能 力 を身 に つ け る こ とが 、 相 手 との 人 間 関 係 を作 り上 げ る第 一 歩 だ と考 え る。

しか し、 近 年 の 言葉 の乱 れ に関 す る指摘 は周 知 の とお りで あ り、 若 者 に限 らず 、 言 葉 の専 門

で あ るア ナ ウ ンサ ー ま で が 、 本 来 の 言葉 の 意 味 を取 り違 え て使 う こと も少 な くな い。

そ こで 、1班 で は音 声 言 語 に着 目 し、 人 と人 と の関 係 を 意 識 しなが ら、 必 要 な情 報 を主 体 的

に収 集 ・処 理 し、 ま た情 報 を交 換 しあ う こ とで 、 お互 いの 考 えや 思 いを 深 め る こ とが で き るの

で は な いか と考 え、 指 導 の手 だ て を 工夫 した 。

は じめ に、 「情 報 を生 か す 」 と い う面 か らは、 主 体 的 に情 報 を収 集 す る力 を 育 て る こ とを 目

指 した。 その た め に、 自分 や友 人 の言 葉 に 関 す る経 験 を 振 り返 らせ た。 ま た、 自分 た ち の経 験

だ けで は情 報 と して は不 充 分 な の で、 幅広 い年 齢層 か らも情 報 を 収 集 させ る こ とに した。 方 法

と して は、 音 声 言 語 で 人 と直 接 触 れ合 う手 段 で あ るイ ンタ ビュ ーを 中心 と した。 イ ン タ ビ ュー

を させ る にあ た って は、 まず 手 引 きを作 り、 「話 す こと ・聞 く こ と」 の 基 本 を学 習 させ 、 そ の

上 で情 報 収 集 に あ た らせ た。

次 に、 「考 え や思 い を深 め る」 と い う面 で は、 分 析 を通 して互 い の考 え や 思 い を 深 め さ せ る

こ とを 目指 した。 そ の た あ に取 材 内 容 を個 人 で分 析 させ た。 さ らに、 そ れ を 班 に持 ち寄 っ て 、

話 し合 い活 動 を通 して 班 ごと に分 析 させ た。

また、 「状 況 に応 じて伝 え る力 を育 て る」 と い う面 で は、 プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを 通 して 相 手

に考 え や思 い を伝 え る こ とを 目指 した。 プ レゼ ンテ ー シ ョン は、 寸 劇 を 中心 と した 発 表 形 態 を

と らせ た。 そ れ は、 演 じる側 も、 見 る側 も、 状 況 が よ り身 近 に感 じ られ るか らで あ る。 こ こで

は、 手 引 きを参 考 に して 、 自分 た ちで 工 夫 して台 本 を作 り、 状 況 に応 じて考 え や思 い が 伝 え ら

れ る よ うに した。

最 後 に、 本 単 元 を通 して 、 「言 葉 にっ い て考 え る」 と い う題 で 意 見 文 を 書 か せ る こ とで 、 ま

と め と した。

以 上 の よ うな音 声 言 語 を 中心 と した活 動 を通 して 、 現 在 の言 語 生 活 を見 っ め る機 会 を もたせ、

これ か らの よ りよ い言 語 生 活 に つ な げ る こ と を最 終 的 な ね らい と した。

本 研 究 を通 して、 言 葉 の意 味 を一 義 的 に と らえ る ので は な く、 多 面 的 に と らえ て 用 い よ う と

す る態 度 を育 て て い きた い と考 え て い る。
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② 指導の実際

① 【研究主題 との関連】

副主題 「インタビューで得 た情報 を生か して、言葉で適切に表現す る力を育てる指導法の工夫」

同 じ 「あ りが とう」 という言葉 で も、受 け手 に と って時 には うれ しく感 じ、 またある時 に

は嫌 な気持 ちにさせ られ る ことがあ る。 こ うした身近 な言語体験 に着 目 した。

1班 で は、 イ ンタ ビューで得た情報 を もとに して プ レゼ ンテー ションす る、 とい う活動 を

通 して、音声言語の面か ら研究主題 に迫 ろ うと考え た。言葉 には、表す意味 がひ とっ の単純

な ものか ら、多 くの意味を もつ複 雑な もの まで多岐 にわ たる。特 に感情を表す言葉 には、微

妙 な意味合 いや奥行 きを もたせた表現ので きる ものが多 いが、使 い方 や受 け取 り方 によ って

は、互 いの気持 ちが行 き違 うこともある。 特 に音声言語 は、 そ うした ことを実感す る場面 が

多 い。音声言語の もつ特性 にっ いて考えを深め合 うことが、状況 に応 じて伝 える力 を育 てる

ことにつ なが ると考え た。

② 【使用教材】生徒 の イ ンタ ビューを もとに して学習す る。補助資料 と して高 田敏子 「心 を

伝 える」(光 村 図書 出版 国語一 昭和59年 度版)を 使用。

③ 【指導 の手立て】

ア 主体的 に情報 を収集す る

自分で課題を見つ け、 自 ら学 び自 ら考え主体的 に判断 し行動 し、 よ りよ く問題 を解決 す

る資質 や能力 を身 に付 ける必 要が ある。 そのよ うな資質 や能力 の育成 を目指 し、意欲 を喚

起す るために自分で情報 を収集す る ことか ら始 めさせ よ うと考 えた。

○ 自分 自身の言語体験の振 り返 り

○ イ ンタビューを通 した情報収集

イ 考 えや思 いを深 める

個人 が調べ た情報 を班 の中で整理 ・分析す る ことで、 それぞれの不足 してい る部分 や優

れている点 に気付 き、補 い合 うことがで きるのではないだろ うか。 また、小 グループの中

な ら意見 も言 いやす く、互 いの考 えを深 める ことがで きるだろ うと考 えた。

○ 収集 した情報 の個人で の分析

0収 集 した情報 のグループでの分析 ・検討(班 活動)

ウ プ レゼ ンテー ションを工夫す る

伝 える目的 ・相手 ・場 の意識 を育 てるための方法 として、 プ レゼ ンテー シ ョンを設定 す

る。 その中で聞 き手 の立場 に立 った発表 を工夫 させ る。 また、その ことが相手 の意図を理

解 しなが ら聞 き取 ろ うとす る姿勢 に もっ ながるので は、 と考 えた。

○ 収集 ・分析 ・検討 した情報 を伝 え る準備(班 活動)

○ プ レゼ ンテー シ ョン(寸 劇形式 を中心 として取 り入 れ る)

0聞 き取 りメモの工夫 と活用

④ 【指導 目標】

ア 情報 を収集 し、活用 しよ うとす る態度 を育 て る。

イ 日常 の言語生活 に関心 を もち、適切 に表現 しよ うとす る態度 を育て る。

ウ 目的や相手 に応 じて、 的確 に話 した り聞いた りす る態度を育て る。
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⑤ 【指導計画】(7時 間扱 い)

05種 類 の 「お はよ う」 を読 ん で、 受 け る感 じ

に つ い て考 え る。

○ 「お は よ う」 とい う一 言 だ けで もい ろ い ろ な

言 い方 が あ る こ とを知 る。

○ 「言 われ て うれ しか った 言 葉 」 「言 わ れ て 嫌

だ った言 葉 」 「言 って よか った言 葉 」 「言 っ て

失 敗 した言 葉 」 を言 語 体 験 か ら探 し、 ワ ー ク

シー トに書 き出 した り、 友 達 の探 した言 葉 を

聞 い た りす る。

○ なぜ 、同 じ言葉 なの に うれ しか った り、嫌 だ っ

た りす る のか 、 考 え た こ とを書 く。

○ 今 後 の 授 業 の流 れ につ い て知 る。

○ さ ま ざ ま な年 齢 層 の 人 の言 語 体 験 を取 材 して

くる こ とを 知 る。

O情 報 収 集 の 方 法 につ いて 知 る。

○ イ ンタ ビュ ーの 仕 方 、 留 意 点 を知 り、 練 習 す

る。

○ だ れ に い っ イ ンタ ビュ ーす るの か 、 班 の 中 で

確 認 させ る。

○ イ ンタ ビ ュー して きた言 葉 に つ い て個 人 で 分

析 す る。

○ 取 材 し分 析 した言 葉 を班 内 で発 表 し合 う。

○ 寸 劇 を 中心 と した プ レゼ ンテ ー シ ョン と して

紹 介 した い言 葉 を班 で話 し合 い、 選 ぶ。

0辞 書 で 言 葉 の意 味 を確 認 す る。

○ 適 切 な言 葉 の使 い方 につ い て話 し合 う。

○ プ レゼ ンテ ー シ ョ ン(寸 劇)の 例 を見 た り、

聞 いた り して 、 参 考 にす る。

○ ワー ク シー トを用 い る。(資 料1)

○ 恥 ず か しが らず に楽 し く声 を 出 せ

る雰 囲 気 を作 る。

○ 違 い が あ る こ とに気 付 か せ る。

○ た く さん の生 徒 に言 わせ る。

O様 子 を見 て 、 言 葉 が 出 に くい よ う

な ら、 随 時 相 談 させ た り ヒ ン トを

与 え た りす る。

○ 同 じ言 葉 で も 「言 わ れて うれ しい」

場 合 だ けで な く 「言 わ れ て嫌 な」

場 合 もあ る こ と に気 付 か せ る。

○ 書 け る生 徒 に はどん どん書 かせ る。

○ 模 造 紙 に書 い て示 す 。

○ 前 時 の学 習 の 意 味 、 位 置 付 け を 確

認 す る。

○ 前 時 に出 て き た言 葉 を思 い 出 させ

る。

○ イ ン タ ビュ ー以 外 の方 法 が 思 い付

く人 は 自由 に取 り組 ん で よ い こ と

を話 す。

○ マ ニ ュ アル 化 した ワ ー ク シ ー トを

使 う。

○ 班 単 位 で取 り組 ませ る。 各 自、

～3人 に取 材 して くる よ うに指 示

す る。

○取 材 用紙 を も と に分 析 させ る。

○ 個 人 的 な支 援 が必 要 な生 徒 に は、

時 間 を か け る。

○話 し合 う こ とで分 析 し、 プ レゼ ン

テ ー シ ョンに も って い け る よ う な

手 引 きを用 い る。(資 料2)

○話 し合 い が うま くいか な い班 に は、

個 別 の支 援 を す る。

○ 適 切 な例 を用 意 す る。
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○ 同 じ言 葉 で あ って も次 の よ う に受 け取 りか た

が違 って しま う場 面 を寸 劇 で 演 じる こ と に っ

いて 知 る。

A言 わ れ て うれ しか った、 言 って よか っ た

言 葉

B言 わ れて 嫌 だ った、 言 って失 敗 した言 葉

C「B」 の改 善 例

O寸 劇 台 本 作 りの 際 の手 順 、 留 意 点 、 工 夫 点 な

ど につ い て話 を 聞 く。

・1班3～5分 以 内(出 入 りふ くめ て)

O班 で寸 劇 台本 作 りを す る。(資 料3)

○ 台 本 に した が って 、 寸 劇 の準 備、練 習 をす る。

立 ち稽 古 、 動 作 をつ けて の 練 習 をす る。

○ 発 表 会 で 用 い る カ ー ドな ど小物 の用 意 をす る。

○ 発 表 会 の 持 ちか た にっ いて 知 る。

○ 「寸劇発表会」 を行 う。

○ 聞 き手 は終 わ って か ら聞 き取 りメ モ を と る。

○指導者 の講評 を聞 く。

○ 「心 を伝 え る」(高 田敏子)を 読 み、 これ ま

で の学習 を振 り返 る。

O学 習全体 のま とめの意見文 を書 く。

○学習全体 を振 り返 り、 自己評価 す る。

0プ レゼ ンテ ー シ ョ ンで は寸 劇 の 中

に キ ャ ッチ コ ピー、 標 語 な ど も い

れ て よ い ことを 話 す 。

OBの 場 合、 ど う した ら失敗 しなか っ

た の か考 え させ る。Cで は、 し っ

した らよ か った の で は な い か と い

う例 を演 じさせ る。 どん な観 点 で

改 善 した の か を言 わ せ るよ う に す

る。

○ 「言 葉 の学 習」 で あ る こ とを 強 調

す る。

○名 札 を っ けた り、 状 況 を模 造 紙 で

示 した り と い う工夫 を例 に挙 げ る。

○ 役 割 分 担 につ いて も考 え させ る。

O班 ごと に個 別 に指 導 す る。

○ 台 本 を見 な いで 演 じ られ るよ う に

練 習 さ せ る。

○ 懲 りす ぎ な い よ うに注 意 す る。

○ 進 行 役 、 ナ レー ター な どの話 す こ

との確 認 を す る。

○ 発 表 順 な ど も決 め る。

○発 表 会 に ふ さわ しい座 席配 置 など、

工 夫 す る。 プ ロ グ ラ ム は、 模 造 紙

な ど に書 いて掲 示 す る。 司 会 は、

指 導 者 。

○ 自分 な らどん な言 葉 を使 うか と い

うア ドバ イ スと発 表者 へ のメ ッセー

ジを書 か せ る。

○ 聞 き取 りメ モ は最 後 に集 め て 点 検

し、 発 表 グル ー プ に渡 す。

○ 指 導 者 が ゆ っ くり範 読 す る。

○罫 紙 に題 名 例 の ヒ ン トを いれ 、 思

見 文 と して 書 け る よ う配 慮 す る。

(資 料4)
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⑥[本 時 の指 導 案(第 六 時)]

ア 目 標

1.発 表 者 と して 聞 き手 に わ か りや す い説 明 や表 現 を心 が け る。

2。 聞 き手 と して発 表 を よ く見 聞 き し、 発 表 者 の 意 図 を くみ取 って 内 容 を理 解 す る。

3。 発 表 内 容 につ いて 、 ア ドバ イ ス す る。

4。 言 葉 の微 妙 な意 味 合 い に気 付 き、 そ の場 にふ さわ しい適 切 な言 葉 を使 お う とす る意 識

を もつ 。

イ 展 開

＼ 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

0 「寸劇発表会」 の 目的を確認す る。

一 学 習 の め あ て

① 発表者 は声 の大 きさや話 す速度 を工夫 して、 伝えたい内容 が聞 き手 によ

くわ か る よ うに しよ う。

② 聞 き手 は発表者 の説 明や表現 をよ く見 聞 き して、内容の理解 に努めよう。

導 ③ 各 自が 発 表 を聞 い て考 え た こ とや ア ドバ イ スを メモ しよ う。

○発表 の順番 を確 かめ る。 0発 表順 を書 いた模造紙 を黒板 の横

に貼 ってお き、そ れを指導者が示す。

0発 表上 の注意 を聞 くo ○各班の持 ち時間 は3～5分 。 失敗

を恐れず に堂 々と発表 す るよ うに

入
助 言 す る。

○発 表者 は と りあ げ た言 葉 と場 面

(場 所)と 登 場人 物 にっ い て書 い

た紙 を、黒 板 に タイ ミングよ く貼 っ

て い くよ うに指 示 す る。

○班 ごとに発表 す る。 ○司会 は指導者 が行 う。

○発表 会の雰 囲気 をっ くるために、

A「 言 わ れ て うれ しか った 言 葉 」 ま た は 座席 の配 置な どを工夫す る。

「言 って よ か った言 葉 」 につ いて 。 ○ 「聞 き取 り メ モ」 を 配 布 し、 自分
展

な らどんな言 葉を使 うか とい うア

B「 言 わ れ て 嫌 だ った言 葉 」 ま た は 「言 っ ドバ イ ス と 、 発 表 者 へ の メ ッ セ ー

て失 敗 した 言 葉 」 につ い て。 ジを 書 くよ う に助 言す る。

○発表 に集 中す るた めに、 「聞 き取

C「B」 の 場 面 で の改 善 例 に つ い て。 り メモ」 は発 表 後 に記 入 す る こ と

開 を指 示 す る。

○ 聞 き手 は 「聞 き取 りメモ」 に ア ドバ イ スや メ ッ ○発表 後、必要 に応 じて補足 を し、

セ ー ジ を 書 く 。 「聞 き取 り メ モ 」 へ の 書 き込 み を

指 示 す る。
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○ 互 い の発 表 に つ い て、 ア ドバ イ ス し合 う。

○次 時の学 習内容を知 る。

○発表者 と聞 き手 との交流 が図れ る

よ う留意 す る。

○指導者 は発表 について良 か った点

を中心 に述べ る。

○ 「聞 き取 りメモ」 を集 め、次 の時

間 に班 ごとに渡す ことを告 げる。

0次 の時間 には、本単 元 の学習 を通

して 「言葉」 につ いて考え た こと

を意見文 にまとめることを告げる。

ウ 評 価

1.発 表 者 と して 聞 き手 に わ か りや す い 説 明 や 表 現 が で きた か。

2.聞 き手 と して発 表 を よ く見 聞 き し、 内 容 を 理解 す る こ とが で き たか。

3.発 表 内 容 につ いて 、 ア ドバ イ スす る こ とが で き たか 。

4.言 葉 の 微 妙 な意 味 合 い に気 付 き、 そ の場 にふ さわ しい適 切 な言 葉 を使 お う とす る意 識

が もて た か 。

(資 料1)
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。
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まとめ

1班 で は、副主題 に沿 って音声言語 で正 確 に伝え合 うことの難 しさに気付かせ、 その重要性

実感 させ るため に検証 授業を重ねた。 ここで は、そ の過程で得 られ た成 果 を ま とめてみ る。

考 察

ア イ ンタビュー(他 の人の言語体 験を取材す る)

インタビューの仕方 にっいては事前に基本的な事柄 にっいて指導を し、実際にイ ンタビュー

す る時 も手 引 きを用意 した。そのた め生徒 たちはそれ ほど戸惑 わず に他 の人 の言語体験 を

取材 す ることがで きた。

イ ンタビューとい う方法 を中心 と した ことで音声言語 の実 の場 を経験 させ る ことがで き

た。 さらに イ ンタ ビューの対象 をさまざまな年齢層 の人 にお くことで言葉 には微妙 な意味

合 いがあ ることを生徒 たちは強 く実感す る ことが で きた。

イ 取材 内容 の分 析

生徒一 入一 人 の言語体験 の振 り返 りや、取材 して きた言葉 の分析 を通 して、 同 じ言葉 で

も違 った意味で と らえ られる場合が あ ることに気付 かせ ることがで きた。 その際、分析 の

観点 を明確 に した ことで、言葉 その ものの持 っ意 味にっいて も深 く考 え させ ることがで き

た。

また、分析す る ときに班活動 を取 り入 れた ことで、互 いの考 えや思 いを深 め、それぞれ

の足 りな い部分 を補 い合 うことがで きた。

ウ プ レゼ ンテー ション(寸 劇 を中心 として)

寸劇 を用 いて擬似体験化 をす ることは音声言語 にっ いて考 え るうえで有効 で あった。 台

本を作 りなが ら言葉 を正 しく伝 えてい くための さまざまな要素 に気付かせ ることができた。

他の班 の発表 を見 ることによ って、相手 の意 図を理解 しなが ら聞 き取 ろ うとす る姿勢 に

もっ なげる ことがで きた。

聞 き取 りメモを工夫 した ことで、言葉 を適切 に使お うとす る意識を もたせ るこ とがで き

た。

今後 の課題

ア 本研究 では対人 関係 か ら くる言葉 のずれ(例 えば、 あの人の言 う ことな ら何 で も納得 で

きる等)に 関 して は取 り上 げなか った。音声言語 は深 く追求 して い くと単 に言葉 の意味 だ

けで はっ かみ きれない面 もあ る。 その点 に関 して は国語科 と して も今後研究が必要である。

イ 寸劇台本 を生徒 たちに考 え させ る過程が非常 に大切で ある。教員側 の適切 な指導 ・助言

がで きるよ うにTT(テ ィームテ ィーチ ング)な どの活用 を考え てい くことが必要 であろ

う。
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22班

(1)ね らい

現代社会 を席巻 してい る情報 と情報産業。情報 が物質 やエネルギー と同等、 あ るいはそれ以

上 に重要 な資源 とな り、その価値 を中心 に今 日の社会 は変動 してい る。 しか もその情報 は、発

信者 の性格 や意 図 によ って さまざまに色 づ けされて いる。情報 に操作 され ることな く、情報 の

価値 やメデ ィアの情報 発信の特徴 や意図 にっいて主体 的 に考 え ようとす る力 と態度 は、 これか

ら21世 紀 を生 きる者 に とって、必 要欠 くべか らざ る資質であ ろう。総 合的な学 習 が2002年 か ら

完全実施 され るにあた り、各校で さまざまな試行 が行われて いる。そ こで国語科 と して教 科の

基礎 ・基 本をふ まえっっ、 さまざまな情報を受 け入れて い く方法、 また活用 して い く手 段等を

身 につけ させ ることが重要で あると考え た。

今 回の研究 にあた り、「情報 を生 か して、考 えや思 いを深 め、状況 に応 じて伝 え る力 を育 て

る指導法 の工夫」 とい うテーマに、2班 は文字言語 を通 して進 めて い くことを話 し合 った。 そ

の情報 源 と して 「新聞」 を選ん だ。新聞 には、 さまざまな情報が折 り込 まれ、活字 とい う文字

言語 を通 して情報を得て い くことか ら、国語科 の学習 としてふ さわ しい と判断 したか らである。

また、新聞記事や コ ラムは、比較的読 みやす い文章 ではあ るはず なのに、生徒 たちにはあま り

馴染みが ない。 日常的 に も読書 を した り、新聞 を読 む習慣 が少 ない生徒 たちに とって は、活字

離れ に歯止 めをか け る意 味で も身近 で最 も活用価値 のあ る教材 であ るとし、新 聞を使 った学 習

のね らいを次 のよ うに決 めた。

① 多彩 で複雑 ・また発信者 の立場 や意 図によ って加工 された情報 を、 自ら理解 し主体 的に

受 け止 めよ うとす る態度 を養 う。

② 数種類 の新 聞記事 ・コラムな どの比較読 みを通 して、様 々な考え方 や相 違点があ ること

に気付 かせ、情報 を処理 す る能力 を養 う。

③ 情報 に は、多様 な考え方 や立場 で記事 が書 かれて いることに気付 き、そ こか ら得 た自分

の考 えを効果 的 に表 現 し、発表 で きる能力を養 う。

研究 を進 め るにあた り授業者が心 が けたことは、「新 聞」 とい って も記 事 や内容 に幅が あ る

ので、活用 す るための教 材 と して、学 習者が興味 ・関心 の持て る情報(記 事 ・コラム)で ある

こと。 また、導 入教材 で は、学習の 目的が明確 な もの を選定す る こと。 ひ とっ の情報 に関 して

各人が 自分の意見を もち、発表で きるよ うにさせ る こと。 ま とあ として、生徒が互 いの意見 を

聞 くことによって、 よ り広 い視野 と柔軟 な発想 を もっ ことがで きるよ うにさせ るこ とで あ る。

こ うした取 り組み によ って、生徒 は一っ の情報 に関 して様 々な角度 か ら考 え る力 を養い、 よ り

深 く物事を と らえ、状況 に応 じゼ伝 える力 を身 に付 ける ことがで きると考 えた。

これか ら急激 に変貌 してい く社会 にあ って、人 々が主体 的に対応 してい く手段 と して、情報

を収集 し、処理 し、活用 してい く能力 は、 これか らますます重要 にな ってい くであ ろ う。 本研

究 は、文字言語 を通 して、 その重要性 をあ らためて認識 す るとともに、発展 的 に活用す るため

の方法 を学ん でい く態度 を育 ててい きたい と考 え る。
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3指 導 の実 際

① 【研 究 主 題 との関 連 】

副 主 題 「新 聞 か らの情 報 を生 か して、 広 い 視 野 と柔 軟 な 発 想 を育 て る指 導 法 の工 夫 」

本 研 究 に お い て い は、 情 報 化 が進 む世 の 中 で 、 情報 教 材 の学 習 を通 して 、 様 々 な情 報 か

ら、 そ の違 い や、 特 性 を理 解 し、 自分 の考 え を 深 め 、 そ れ を互 い に伝 え る こ と に よ って 視

野 を 広 げ、 柔 軟 な発 想 を もっ こ とが で き る能 力 を育 て る指 導 法 を工 夫 した 。

情 報 源 と して、 わ れ わ れ第2班 で は、 新 聞 を 選 ん だ 。 新 聞 に は、 様 々 な情 報 が折 り込 ま

れ 、 活 字 とい う文 字 言 語 を通 して情 報 を 得 て い くと い うこ とか ら、 国 語 科 の学 習 と して ふ

さ わ しい と判 断 した か らで あ る。 中 で も、記 事 を読 み 、 自身 の考 え を深 め、 意 見 を持 つ と

い う観 点 か ら、 ひ とっ の記 事 に対 して書 か れ た コ ラム に焦 点 を当 て て み た。 ア ンケ ー トの

結 果 に もあ るよ うに、 子 供 た ち は、新 聞 の 中 で も比 較 的 短 くわ か りや す い コ ラム の欄 を あ

ま り読 ん で い な い。 コ ラ ムの存 在 そ の もの に気 付 か せ る こ と も含 め、 コ ラ ム の比 較 読 み を

させ 、 意 見文 とい う もの を理 解 させ 、 ひ とっ の 情 報 に対 して い ろ い ろ な意 見 が あ る こ とに

気 付 か せ る。 そ して 、 さ らに別 の 記 事 に対 して 自分 の意 見 を構 築 させ 、 他 の生 徒 の意 見 と

比 較 す る こ とに よ り、 さ らに広 い視 野 と、 柔 軟 な発 想 が で き る よ うな態 度 を育 成 した い と

考 え た。

研 究 を進 め るに あ た り以下 の点 に留 意 した。

・学 習 者 が興 味 ・関心 の持 て る情 報(記 事 、 コ ラム)を 提 供 す る こ と。

・導 入 教 材 で は、 現 況 や、 学 習 の 目的 が 明 確 な もの を選 定 す る こ と。

・情 報 に 関 して様 々 な 考 え 方 が あ る こ とを知 り、 自分 の考 え を もち、 発 表 が で き る よ う に

す る こ と。

・互 い に意 見 を発 表 し、 評価 が で き る よ うにす る こ と。

② 【使 用 教 材 】 「もの の 見方 と言 葉 」(教 育 出版 中 学 国語3平 成2年 度 版)

「新 聞 記 事 ・コ ラ ム」

③ 【教 材 観 】

導 入 教 材 に、 「言 葉 は、 物 事 を 分析 した り、 総 合 した り、 思 考 を 明 確 に した りす る うえ

で、 私 た ち の生 活 に は な くて は な らな い もの で あ るが、 万 能 で はな い。 使 い方 に よ って は

判 断 を誤 らせ る場 合 も あ る こと を知 らね ば な らな い。 大 切 な こ と は、 言 葉 だ け に依 存 す る

の で は な く、 あ くまで も事 実 そ の もの に即 して、 物 事 を い ろ い ろな 角 度 か らよ く観 察 し、

よ く考 え る こ とな の で あ る。」 とあ る よ う に、 言 葉 に よ る情 報 だ け に 頼 りす ぎ る と、 判 断

を誤 らせ る原 因 に もな りか ね な い。

この教 材 を通 して 、生 徒 た ち に、 ひ とっ の事 象 に対 して考 え方 は幾 通 り も あ り、 言 葉 か

ら受 け る印象 だ け に依 存 す る ので は な く、 物 事 を い ろ い ろな 角度 か ら捉 え 、 柔 軟 な発 想 を

持 っ こ とが大 切 で あ る こと に気 付 か せ た い。

④ 【指 導 の 手立 て 】

ま ず 、新 聞 を一 読 し、 同 じ情 報 で も表 現 の仕 方 は様 々 で あ る と い う こ と に気 付 か せ る。

次 に導 入 教 材 を読 み 取 り、 学 習 の 目 的 を理 解 す る。 さ らに、 ひ とっ の 事 柄 に対 す る数 種 類

の新 聞記 事 ・コ ラ ム を読 み 、 それ らか ら受 け る印象 、相 違 点 にっ いて ま と め る。
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そ して 、 あ る記 事 を読 み 、 自分 の意 見 文 を書 いて み る。 班 ご とに そ れ ぞれ が 考 え た こ と

を意 見 文 と して発 表 し、 評 価 し、 感 じた こ と ・思 った こ とを文 章 と して表 現 して み る。 こ

う した取 り組 み に よ り、 生 徒 は ひ とつ の 情 報 に関 して 、 様 々 な角 度 か ら考 え る力 を伸 ば し、

いわ ゆ る 「情 報 処 理 能 力 」 ・ 「情報 選 択 能 力 」 を 身 に付 け る こ とが で きる と考 え た。

④ 【指 導 目標 】

ア

イ

ウ

工

⑥ 【指導計画】

ひ とっ の 情 報 に対 して 様 々 な見 方 や 、 考 え 方 が あ る こ とに気 付 かせ る。

情 報 を元 に、 自分 の考 え や、 感 想 を形 成 し、 伝 え る こ とが で きる よ うに させ る。

意 見 を 交 換 す る こと に よ って 、 他 人 の意 見 も尊 重 で き る態 度 を養 う。

他 人 の意 見 を評 価 す る こ と に よ って 、 自分 の考 え を さ らに深 め さ せ る。

(7時 間 扱 い)

○新聞 の紙面 を見 て、見 出 しの付 け方 や紙面 の

構 成 にっ いて の説 明 を聞 く。

○導入教材 「ものの見方 と言葉」 を読 む。

○ 文 章 の内 容 を確 認 しなが ら、 ワ ー ク シ ー トに

記 入 す る。

○今後 の学習課題 を確認す る。

○ 同 じ事 象 を扱 って い な が ら も異 な

る印 象 を与 え る複 数 の見 出 しを 示

す。 ま た、 見 出 し ・リー ド文 ・記

事 ・コ ラム欄 等 の配 置 に つ い て 説

明 し、紙面構成 の基本 を理解 させ る。

○作業 が終了 した後、模範 記入 例 を

示 す。容易 な内容 であ り、 記 入欄

が30数 ヵ所 あ ることか ら、 生 徒 ほ

ぼ全員 に順次指名 して答えさせる。

○新 聞を用いた授業 を行 う ことを説

明 し、授業及 び新 聞を読 む こ とに

対 す る興 味を高 あ る。

新聞 を扱 った学習1(基 本)
一 ひとつの事象 に対 して も多様 な考え方 ・立場 がある ことに気付 く

○新 聞記事 ・社説 ・コラム等 を印刷 した もの を

数種類配布 す る。

○ 資料 は教 師 が選 択 す る。 資 料 選 択

に当 た って は下記 に留 意 す る。

① 生 徒 の 興 味 を 引 き出 す テ ー マ

で あ る こ と。

② 多 様 な 視 点 。考 え 方 が で き る

よ うな テ ー マで あ る こ と。

実 際の授業 で使用 した資料例

・日本 の調査捕鯨拡大 に対 す る賛 否を扱 った複数 の記事、 コ ラム。

・地球温 暖化 な どの環境 問題 に対 す る複数 の記事、 コラム。

○ 上 記 プ リ ン トを熟 読 す る。 ○適宜補足説明 を加えなが らの範読。

そのテーマの背景 など も必要 に応

じて説明 する。
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○ ワー ク シ ー トを利 用 して 、 そ の 事 象 に対 す る

多 様 な考 え方 とそ の根 拠 を理 解 す る。

O個 別の作業、小 グル孟プでの意見

交換、板書での確認等 を適宜組 み

合わせ る。

新聞 を扱 った学習2(応 用)

多様 な考 え方を視野 に入れ なが ら、 自分 自身 の意見 を構築す る 一

○前 時 とは異 な るテーマの新聞記事を配布する。 ○補助資料 が必要 な場合 は準備 す る

が、生徒 の発想 を束縛 しないよ う、

資料数や内容 に配慮す る。

実際 の授業 で使用 した資料例

・少年法改正 に対 す る複数 の記事 、 コラム。

・原子力潜水艦 クル スクの沈 没 に対 す る複 数の記事、 コラム。

○上 記 プ リ ン トを 熟 読 す る。 ○適宜補足説明 を加えなが らの範読。

○ この事 象 に対す る考え方 ・立場 には、 どの よ ○生徒 の発言 を生 か しなが ら、 異 な

うな ものが あるか を確認す る。 る考え方 ・立場を確認 し、板書する。

○ 多 様 な 考 え 方 ・立 場 の中 か らひ とっ 選 び、 そ ○ ワー ク シー ト使 用 。 「意 見」 「根拠 」

れ に 基 づ いて 意 見 を文 章 に ま と め る。 「理 由 」 等 の項 目 ごと に記 述 す る。

○班 単位 で前時の ワーク シー トを読 み合 い、 意

見 発表会 の代表を1名 ずっ決 める。

○学 級内で意見発表会 を行 う。発表 を聞 く生徒

は、各発表 につ いて評価用紙 に評価 と感 想 を

記 入 しなが ら聞 く。

0発 表 会 で 聞 い た こと ・考 え た こ とを ふ まえて、

この 時 点 で の 自分 の考 え を文 章 に ま とめ る。

○授 業 全 体 を振 り返 って 、 ア ンケ ー ト用 紙 に評

価 ・感 想 等 を記 入 す る。

○教師 は巡 回 し適宜助言 す る。

○評価 の項 目(意 見の妥当性、視 野

の広 が り、 自己深化)に つ いて説

明 し、聞 く側 が意識 して発表 を受

けられ るよ う配慮 す る。

○全ての発表 が終 わ った後、講評 の

形 で補足指導 を行 う。 そ の中で、

発表会前後 で意 見が変わ った者 や

新 たな考 えを もった者 などを確 認

し、発言 を うながす。

○原稿 用紙 を使 用。 他の者 に伝 え る

ための文 章であ ることを理解 させ

る。 文章 中 に、 自分 とは異 な る意

見やそれへの反論 などを含 ませ る

とよい と助言。

○原稿 とア ンケー ト用紙 は両方 と も

回収。 原稿 は後 日印刷 して配 布 す

る。
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⑦ 【指 導 の展 開例1】(第3時)。(新 聞 コ ラ ム 「調 査 捕鯨 拡 大」 を扱 った 例)

ア 目 標

① ひ とっ の事 象 に 対 して も様 々 な 考 え方 が あ る こ と に気 付 く。

② コ ラ ムの 比較 読 み か ら、 そ れ ぞ れ の も と と な る考 え 方 や 根 拠 を理 解 す る。

③ 様 々な もの の 考 え 方 を 理解 した上 で 、 自分 な りの 考 え を 持 っ 。

イ 展 開

○前 時に配布 した 「調査捕鯨」 についての 資料

を振 り返 り、 それに関わ るコラムを読 む こ と

を確認 す る。

○複 数 の コ ラ ムの プ リ ン トを配 布 し、読 む 。

○ 複数 の コ ラ ム に対 して そ れ ぞ れ の 立 場(賛 成

か 反 対 か)を ワ ー ク シー ト(資 料1)に 書 き

込 む。

○ それ ぞ れ の コ ラ ムか ら根 拠 を読 み 取 り、

ク シー トに書 き込 む 。

○ ワー ク シー トを利 用 して、 多様 な 考 え方 と そ

の根 拠 を理 解 させ る。

○ テ ー マの 「調 査 捕 鯨 」 につ い て 振

り返 らせ、 興 味 を 喚 起 す る。

○調 査捕鯨 につ いて の知識 や背 景 に

っ いての話 を教師が交 えてい く。

○ まず賛成か反対か の立場 を明 確 に

読み分 け させ る。

○ 資 料 の コ ラム を比 較 して読 む こ と

に よ って、 様 々 な 考 え 方 を 書 き抜

か せ る。

○ 賛 否 の根 拠 と して は、

・経 済 論

・国 際 政 治 論

・文 化論

の観 点 が あ る。

コ ラ ム に よ って す べ て の観 点 で

述 べ られ て い る もの と文 化 論 だ け

で述 べ られ て い る ものが あ る こ と

を 読 み 取 らせ る よ うに す る。

O根 拠が文化論か ら述 べ られて い る

もの、 それに加 えて、経 済論や 国

際政治論 の観点 か らも述べ られて

いる ものを指摘 し、 根拠の多様性

を理解 させ る。
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ウ 評 価

① ひ とっ の 事 象 に対 して も様 々 な考 え 方 が あ る こと に気 付 く ことが で きたか 。

② コ ラム の 比 較 読 み か ら、 それ ぞ れ の も と とな る考 え方 や根 拠 が 理 解 で きたか 。

③ 様 々 な もの の 考 え 方 を 理 解 した上 で 、 自分 な りの考 え を もっ ことが で きたか 。

⑧ 【指導 の展 開例2】(第6時)(新 聞記事 「少年法改正」 を取 り上 げた例)

ア 目 標

① 情報 に対 して 自分な りの意見を文章で表 し、 それ を他 の人 に伝 える。

② 発表 を通 して様々な考え方 を理解 し、 それ を参考 に して 自分 の意見 を もっ。

イ 展 開

○少年法改正 の新聞記事 か ら自分 で観点 を選 ん

で意見文 を書 いた前時 の ことを確認 す る。

○今回 はその中で も 「実名報道」 にっいて の意

見文(資 料2)を 班 内で読 み、 クラスで発表

す る生徒 を決 める。

○発表者が意見 をみんなの前 で伝 え る。

○意 見文 が数種類 あ る生 徒 はす べて

用意 させ、 どの観点 で書 いたか を

確認 させ る。

○ 発表 者 を 選 ぶ観 点 は

「意 見 に 妥 当性 が あ るか 」

「自分 の 考 え て い た こ と以 外 の 意

見 が あ っ たか」

「聞 い て 自分 の考 えが深 ま ったか」

で あ る こ とを 説 明 す る。

○ 発 表者 に は、 小 見 出 しを 黒 板 掲 示

用 の 大 きな 紙 に書 か せ る。 そ の際、

根 拠 の キ ー ワ ー ドを選 ん で 書 くよ

うに指示 す る。

○ ワ ー ク シ ー トに あ る よ うに、

「結論 」 → 「根 拠 」 → 「理 由」

の 順 に発 表 させ る。

○ 意 見 文 を 発 表 し合 う ことに よ って、

同 じ結論 で も根 拠 は多 様 に あ る こ

とを と らえ させ る。

○ 発 表 者 に紙 を黒 板 に貼 って い く時、

根 拠 の キ ー ワ ー ドにっ い て、 補 足

説 明 を させ る。
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○発表者が意見をみん なの前で伝え る。

○全員発表 させ た上で、意見の相違 を考え る。

○発表 した生徒の根拠 に偏 りが あ る

場合 は、 教師があ らか じめ生徒一

人ひ とりの意見を把握 してお きそ

の他の根拠 を書 いて いる生徒 を指

名す るようにす る。

○発表者以 外の生徒 は、 相互評価 用

紙 に記 入 しなが ら聞いて い く

○ 小 見 出 しを も と に、教 師 が 確 認 す

る。

○ 発 表 を 聞 いて 、意見 が変 わ った り、

新 た な考 え を も って もい い こ と を

確 認 す る。

ウ 評 価(第6時)

① 情報 に対 して 自分 な りの意 見を文章 で表 し、それを他 の人に伝 え る ことが で きたか。

② 発表 を通 して様 々な考 え方 を理解 し、 自分 の意 見を持 っための参考 にす ることがで き

たか。

(資 料1)「 調 査 捕 鯨 拡 大 」 を テ ー マ に した比 較 読 み ワー ク シ ー ト例
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メ デ ィア ・新 聞 に つ い て の 調 査 結 果 資 料

本分科 会で は検 証授業 に取 り組む前 に、研究員7校 のそれぞれの生徒を対象 に意識調査を行 っ

た。調査 内容 と結 果 は次の通 りであ る。

① あなたは、身 の周 りの事件 や出来事 に関 する情報 を主 に何 から得 ていますか。(2つ まで)

A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 計 %

ア テ レビや ラジオか ら 51 155 103 157 73 87 85 711 53

イ 新聞や雑誌か ら 22 76 62 88 32 46 37 363 27

ウ まわ りの人の話か ら 21 52 27 48 23 23 34 228 17

工 携帯電話やPHSか ら 1 2 0 4 0 3 1 11 1

オ イ ン ター ネ ッ トか ら 5 8 0 5 1 5 3 27 z

力 その他 0 0 0 0 0 2 0 2 Q

(対象人数) 82 160 103 164 78 87 92 765

(総数1342)

イ ンタ ー ネ ッ ト(2%)

0102030405060

② あ な た は、 新 聞 を どの く らい読 ん で い ま す か。

70

携帯電話 ・PHS(1%)

80 90 iaa

A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 計 %

ア 毎 日読む

イ た まに読む

ウ ほ とん と読 まな い

工 全然読 まな い

13

23

29

16

37

68

35

11

48

38

11

6

65

61

24

14

29

27

8

5

36

28

14

9

43

22

20

7

271

267

141

69

35

35

18

9

010203040506070

③ あ な た は、1日 に新 聞 を どの く らい の 時 間読 ん で い ます か。

全鉄詰まない(9%)

80 90 iaai

A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 計 °o

ア0分 19 26 13 25 13 17 21 134 18

イ10分 く らい 41 96 78 114 47 52 57 485 63

ウ20分 くらい 26 24 11 23 4 12 6 106 14

エ30分 く らい z 8 1 2 5 3 4 25 3

オ1時 間以上 0 0 0 0 0 3 0 3 1

30分 く ら い(3%),1時 間 以 上(1%)

0分(18%) 10分 くら い(63%) 20分 く らい

(14%)

a 10 20 30 40 50 60 70 80 90 laai
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④ あな たは、新聞 の中でどの紙面 の情報 を主 に読 みますか。(複 数回答可)

A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 計 %

ア テ レピ欄 45 135 99 151 64 73 52 619 37

イ 天気予報 19 40 40 62 18 36 32 247 15

ウ ー 面(ト ップ)記 事 12 69 47 65 12 40 28 273 16

エ ー 面 の コ ラ ム欄 2 9 9 5 1 5 8 39 2

オ 広 告 11 32 23 33 8 17 13 137 8

力 三面記事 13 16 28 36 5 19 15 132 8

キ スポー ツ欄 15 59 25 56 21 26 30 232 14

コラム(2%)

(1679}

広 告(8%)三 面記事(8%)ス ポーツ欄(14%)

01020304050607080

⑤ あ な た は、 新 聞 の良 い と こ ろ は、 どの よ うな 点 だ と思 い ま す か。

・情 報 が た く さん 載 って い る。46%・ 天 気 が わ か る 。

・テ レ ビ欄 や マ ン ガが 載 って い る。17%・ 広 告 が あ る 。

・今 、 何 が 起 こ っ て い るか が 詳 し く ・ス クラ ップ が で さる 。

書 いて あ る。15%・ 毎 日配達 さ れ る 。

・何 度 で も 読 み 返 せ る。7%・ そ の他

・再 利 用 が で き る。4%

⑥ あ な た は、 新 聞 の悪 い と こ ろ は、 どの よ うな 点 だ と思 いま す か。

・字 が 小 さ い。

・読 み に く い。

・手 が 汚 れ る。

・カ ラー が 少 な い。

・読 み づ ら い。(持 ち づ らい 、 バ ラ

け る ・か さ ば る)

36

220

15%

6%

5%

90

・嘘 や 人 を 傷 つ ける こ とが あ る。

・新聞社 によ って書いてある ことが違 う。

・目の 不 自 由 な 人 には 読 め な い。

・漢 字 が難 しい 。

・テ レビ、 ラ ジオ よ り情 報 が 遅 い。

・そ の 他

iaa

4°/a

3%

2°0

1

1%

%

%

%

%

%

%

つ
Q

3

り
Q

O
σ

り
∠

6
∠

これ らの結 果 の 中 か ら、 私 た ち2班 は最 近 の 中 学 生 の 情 報 源 にっ いて 次 の よ うな 印象 を受 け

た。

● 情 報 源 と して は や は りテ レ ビ ・ラ ジオ が最 も多 いが 、 新 聞 や 雑 誌 か らの情 報 も2番 目 とか

な り多 く、 「毎 日読 む 、 た ま に読 む」 生 徒 を合 わ せ る と、7割 の 生 徒 が 新 聞 に親 しん で い

る。

● そ ん な中 で 、 新 聞 の一 面 の 「コ ラ ム」 を読 ん で い る生 徒 はわ ず か しか い な い。

以上 の調査 内容 によ り、新聞記事 とコラム欄 を関連づ けて、教材 の開発 と研究 に取 り組 む方

向性 にっ いて確認 しあ った。
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(3)ま とめ

本分科会 では、 「新聞か らの情報を通 して、広 い視野 と柔軟な発想を育 て る指 導法 の工 夫」

とい う副主題 を設定 し、研究 を進 めた。

ここで は、数回 の検証授業 を行 いなが ら改善 を重 ね、得 られた成果 にっ いてま とめてみる こ

ととす る。

① 考察 と研究 の成果

ア 導入教材 について(「 ものの見方 と言葉」:教 育 出版 中学国語3平 成2年 度版)

今 回用 いた教材 は、物事 をいろいろな角度 か ら考 え、柔軟 な発想 の大切 さに気付 かせ る

ね らいが明確 であ り、 導入教材 として適切 であ った。身近 な新 聞記事 と合 わせて活用 した

ことが、 い っそ う効果的であ り、生徒 の興 味関心 を促 す ことがで きた。

イ 情報 にっいて主 体的 に受 け止 め、 それを活 かそ うとす る態度 を培 う活動 にっいて

事前 に、新 聞につ いての意識 実態 ア ンケー トを実施 し、 興味関心 を促 した り、学習者 が

興味、 関心 を持 て る情報(記 事 、 コラム)を 提供 した。 それ によって生 徒が、 それぞれの

立場 や出来事 に対 して主体的に授業 に取 り組 む ことがで き、お互 いの意 見を交換す ること

で、 さらに思 いや考えを深め合 うことがで きた。

ウ 自分 の考えを効 果的 に表現す る能力の向上 につ いて

事 件や事実 を一 っの報道だ けで一面的 にと らえ るので はな く、そ こに携わ って いる様 々

な人 の立場 を予想 し、文章表現す ることによって よ り深 い理解が生 じ、効果的 な表現能力

の向上 にっな げさせ る ことがで きた。

工 他 人の意 見を尊重 し、更 に自分 の考えを深め る力 の向上 にっ いて

新 聞記 事や コラムを比較読み させ る活動を通 して、一っの事象 に広 い視野 と柔軟 な発想

を持っ ことの大切 さを喚起 させ るよ うに心が けた。今回 の研究 によ り、事実 に対 して、報

道側(情 報の発信者)の 姿勢や意図 によ り様 々な見方が生 じ、読者 の立場 と して も様 々な

受 け止 め方がで きる ことに気付かせ る ことがで きた。中学生 に とって も身近 な 「新聞」 と

いう活字 を通 して の情報 の伝達手段 に着 目 し、記事 を精選 し、研究 を推 し進 めて きた こと

によって、今回 のよ うな成果 をあげる ことがで きた。

② 今後の課題

ア 今回 の研究で は、 それぞれの授業者 が異 なる記事 を選 び、検証授業 に取 り組 んだが、 今

後 は、 それぞれの授業 の成果や反省点 を活 か し、 「記事」 と 「コラ ム」 をセ ッ トに した比

較読み教材 を開発 してい くことが必要 であろ う。

イ 教材 の新聞記事 に対 して、様 々な立場 か ら、生徒 の感想 や意 見を引 き出す ことがで きた

が、今後 は更 にその内容 を深 めてい く授業 の工 夫が必要 であ る。

ウ 教材 とす る新聞記事 は社会、文化、生活、歴 史な ど多 岐にわた ることにる。生徒の意見

を膨 らませてい くため にも、授業者 の記事 内容 にっ いての深 い理解がその都度必要であり、

その上 で道徳 や社会 の授 業 とは異 な った、 あ くまで国語 の教 科性 にこだわ る姿勢が望 まれ

る。
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IV研 究のまとめと今後の課題

本年度 は、『情報 を生か して考えや思 いを深め、状況 に応 じて伝え る力を育て る指導 の工夫』

を研究主題 と して研究 を進 めて きた。現代 は、情報 を正確 に収集 する能力 や複数 の情報 を比較

して 自分 の考え を論理的 に組 み立て る能力、 さ らに言語活動を通 じてお互 いの考えの交流を図 っ

て い くことの大切 さが指摘 されている。

本研 究で は、広 く音声言語や文字言語 によ る情報収集 を行 い、情報 を比較検討 してい く中で

考えや思 いを深 め、多面的で柔軟 な発想 ので きる視点 を獲得 し、状況 に応 じて言葉 の多様性 を

考えて、伝えて い く力 の育成 を目指 した。1班(音 声言語)と2班(文 字 言語)に わか れ て、

具体的な指導法 の工夫 を実践的 な授業 を通 して取 り組 んだ。

1班 で は、「言 われて嬉 しか った言葉」 「言 われ て嫌 だ った言葉」「言 って よか った言葉」「言

わな ければ よか った言葉」 を言語体験か ら考察す る授業 を行 った。 同 じ言葉 なのになぜ、言 わ

れて嫌 だ った り、嬉 しか った りとい うことが起 こるのか、 その場 の状況 や年 齢を違 えた人 た ち

に取材(イ ンタ ビュー)を した り、 プ レゼ ンテー ション(寸 劇)に よ る情 報 交換 を行 な った。

その中で、言われて嫌 だ った、言 って失敗 した場合 の言葉 の改善点 と して、 言葉 を加 えた り、

言葉を とった り、 また、別 の言葉 に言 い換 えた りした。今 まで気付 かなか った発見や感動 を し

なが ら、言葉 の持っ多様性 や言葉 の背景 にっいて考 えを深あ ることがで きた。

2班 で は、 「新聞」 を情報源 と して、 「凶悪化す る少年犯罪 の問題」「捕鯨 問題」「ロシア原子

力潜水 艦 クル スクの事故」等 をテーマに、社会問題 ・世界情勢 ・事件 を生徒 の身近 な問題 と し

て興 味 ・関心を持 たせ、一つ の事件 や事柄 に対 して も様 々な意見 や考 えがあ ることに気付 かせ

た。色 々な立場 か ら書かれ た記事 ・コ ラムを比較読 みす るなかで、 自分 な りの意 見を持 ち、他

の人 たちの考えを聞 くことによって、 さ らに考 えを深 めてい くことが で きた。 多面 的な情 報を

得 て、 視野が広 げ られ、柔軟 な発想が育成 され た と考 え る。同 時に言葉 によ って、一 っの事実

が固定 され、歪め られて しまう危険性 にっ いて も気付 くことが で きた。発信者 側 ・受 信者 側の

姿勢 を考え る一助 に もなった。

今 後 の課 題 と して 次 の よ うな こ とが あ げ られ る。

○生徒 自身が授業 の中で主体的 に活動 し、新 しい発見 や感動 を得 るよ うな場面 を設定 す ること

が必要 であ る。 その ため には、生徒 にどのよ うな経験 や活動 を させた らよいか、 どのよ うな

揺 さぶ りをか けた らよいか、緻 密 な授業計画が必要で あ ると思 われ る。

○国語科 と して 「言 葉」 の学 習 という視点 に立 って、 円滑 な人間関係 をっ くり、 コ ミュニケ ー

シ ョン能力 の向上 を図 る新 しい授業 の改善が求 め られる。

○今後 は、 「情報」 を収集 した り、選択 した りす る能力の育成 に加えて、「情 報」 を人 に 「伝え

る」 ことの楽 しさや難 しさを教 え る授業が必要 である。
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